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初
詣
の
起
源
に
は
、

二
つ
の
説
が
あ
る
。一

つ
は
、
神
道
の
「
年と

し

籠ご
も

り
」
が
初
詣
に
な
っ
た
と
い
う

説
。「
年
籠
り
」
は
各
家
庭
の
家

長
が
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け

て
、
そ
の
土
地
の
氏
神
を
ま
つ
っ

た
神
社
に
こ
も
り
豊
作
や
家
内
安

全
を
祈
願
す
る
行
事
だ
っ
た
が
、

や
が
て
大
晦
日
の
夜
の
「
除
夜

詣
」
と
元
旦
の
「
元
日
詣
」
に
分

か
れ
、
元
日
詣
が
初
詣
の
原
型
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
お
正
月
に
各
家

庭
の
神
棚
や
鏡
餅
な
ど
の
お
供
え

に
よ
っ
て
招
く
歳
神
に
由
来
す
る

説
で
、
そ
の
年
の
福
を
つ
か
さ
ど

る
歳
神
を
迎
え
た
の
ち
、
歳
神
の

方
角（
恵
方
）に
あ
る
神
社
・
寺
院

に
お
参
り
を
す
る
「
恵
方
参
り
」

が
原
型
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
時
代
初
期
ま
で
は
、
神
道

と
仏
教
が
一
体
化
し
た
神
仏
習
合

に
よ
る
信
仰
が
一
般
的
だ
っ
た
た

め
、
初
詣
も
神
道
・
仏
教
の
区
別

の
な
い
ま
ま
定
着
。し
た
が
っ
て
、

神
社
・
寺
院
、
ど
ち
ら
に
参
詣
し

て
も
問
題
な
い
。参
詣
す
る
先
を

「
ご
利
益
」
で
選
ん
で
も
良
い
。

　
初
詣
で
は
、寺
社
へ
参
拝
し
、お

守
り
、破
魔
矢
な
ど
を
受
け
た
り
、

絵
馬
に
願
い
事
や
目
標
を
書
い

て
、
今
年
一
年
が
よ
い
年
で
あ
る

よ
う
に
祈
る
。こ
の
と
き
、昨
年
の

お
守
り
や
破
魔
矢
を
寺
社
に
納
め

た
き
あ
げ
て
も
ら
う
。

　
初
詣
は
一
般
的
に
「
松
の
内
」

の
一
月
七
日
ま
で
に
行
く
の
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
十
五
日
ま

で
で
も
よ
い
と
さ
れ
る
地
方
も
あ

り
、
特
に
決
め
ら
れ
た
期
間
は
な

い
よ
う
だ
。

  

武　

田　

神　

社

武　

田　

神　

社

�

（
甲
府
市
）

　
郷
土
の
雄
・
武
田
信
玄
公
を
祭
神

と
し
て
、
武
田
三
代（
信
虎
、
信
玄
、
勝

頼
）
の
館
跡
、
躑
躅
ケ
崎
の
館
跡
に
創

建
さ
れ
、
平
成
三
十
一
年
に
御
鎮
座
百

年
。同
館
は
、
信
虎
公
が
永
正
十
六
年

に
建
立
し
、
こ
れ
が
甲
府
市
の
始
ま
り

と
し
て
、
甲
府
開
府
五
百
年
と
な
っ

た
。ま
た
、
令
和
三
年
に
は
御
祭
神
信

玄
公
生
誕
五
百
年
を
迎
え
た
。境
内
な

ど
周
辺
は
、
戦
国
時
代
当
時
の
面
影
を

残
し
、
国
の
史
跡
で
あ
る
。年
間
を
通

し
て
、
信
玄
公
に
あ
や
か
り
家
内
安

全
、
商
売
繁
盛
、
学
業
成
就
な
ど
を
願

う
参
拝
客
が
多
い
。

  

山山  

梨梨  

縣縣  

護護  
國國  
神神  

社社
��

（
甲
府
市
）

　
甲
府
市
岩
窪
町
に
鎮
座
。
ご
祭

神
は
西
南
の
役
か
ら
大
東
亜
戦
争

に
至
る
ま
で
の
国
の
た
め
に
命
を

捧
げ
ら
れ
た
山
梨
県
出
身
の
英
霊

二
万
五
千
六
十
三
柱
。

　
明
治
十
二
年
、
甲
府
市
太
田
町
に
招

魂
社
と
し
て
建
立
さ
れ
、
昭
和
十
九

年
、
現
在
地
に
護
國
神
社
と
名
称
を
改

新
し
い
年
が
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

６・７面につづく

め
創
建
さ
れ
た
。

　
ご
祭
神
は
多
く
の
大
戦
に
お
い
て

国
と
家
族
を
護
る
た
め
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
で
、
県
民
に
一
番
身
近
な
神

様
で
あ
り
、
兵
役
前
に
は
商
売
や
農

業
、
教
師
な
ど
様
々
な
職
業
を
さ
れ
て

い
た
。家
族
を
護
る
遺
徳
に
あ
や
か
り

参
拝
に
来
ら
れ
る
人
が
多
い
。

  

定定  

額額  

山山    

善善  

光光  

寺寺（
甲
府
市
）

　
板
垣
山
を
背
に
し
、
大
き
な
朱
色
の

山
門
と
金
堂
が
目
を
引
く
善
光
寺
。

　
今
か
ら
四
百
年
あ
ま
り
前
に
、
武
田

信
玄
が
信
濃
善
光
寺
大
本
願
三
十
七

代
鏡
空
上
人
を
開
山
に
迎
え
て
創
建

し
た
。本
尊
の
金
銅
阿
弥
陀
三
尊
像

（
中
尊
像
高
一
四
七
・
二
㌢
）
は
、
も
と

信
州
善
光
寺
の
前
立
仏
で
鎌
倉
初
期

の
建
久
六
（
一
一
九
五
）
年
の
造
顕
で
、

重
要
文
化
財
で
あ
る
。

    

甲甲  

府府  

成成  

田田  

山山

（
甲
府
市
）

　
甲
府
成
田
山
は
明
治
二
十
二
年
、
千

葉
県
に
あ
る
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

の
本
尊
不
動
明
王
の
分
身
を
祭
っ
た
。

真
言
密
教
。Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
近
く
、
愛
宕

町
の
山
梨
英
和
中
高
に
隣
接
し
た
石

段
を
上
る
と
境
内
が
あ
る
。

　
新
春
の
「
特
別
大
護
摩
祈
祷
」
は

元
旦
か
ら
一
月
七
日
ま
で
行
わ
れ
、
参

列
者
は
一
年
の
無
病
息
災
、
厄
除
け
の

お
祓
い
を
受
け
ら
れ
る
。

　
翌
八
日
か
ら
四
月
二
十
八
日
ま
で

の
百
日
間
は
「
百
日
百
座
護
摩
祈

祷
」。住
職
が
毎
朝
六
時
か
ら
護
摩
修

行
し
、
諸
願
成
就
を
祈
祷
す
る
。境
内

に
は
お
百
度
石
も
あ
る
。

初
詣
と
は
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て
水
害
防
止
と
し
て
現
在
地
に
珠
を

埋
め
、
そ
の
上
に
土
地
の
守
り
神
で

あ
る
大

お
お

　く
に

　ぬ
し
の

　み
こ
と

国
主
命
を
祀
っ
た
こ
と
が

は
じ
ま
り
と
い
う
。

　
奈
良
時
代
に
国
司
が
就
任
し
た

際
、
巡
礼
す
る
順
が
一
宮
浅
間
神
社
、

二
宮
美
和
神
社
に
次
い
で
三
番
目
だ

っ
た
こ
と
か
ら
三
宮
玉
諸
神
社
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
お
み
ゆ
き

さ
ん
」
は
一
宮
、
二
宮
、
三
宮
そ
ろ
っ

て
の
催
行
は
明
治
二
年
に
途
絶
え
て

い
た
が
、
平
成
十
五
年
、
百
三
十
二
年

ぶ
り
に
復
活
。「
ぼ
ん
ぼ
こ
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
神
馬
の
鞍
上
に
梵
天
を

立
て
た
も
の
が
担
ぎ
出
さ
れ
る
な

ど
、
現
在
は
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
る
。

  

金　

櫻　

神　

社

金　

櫻　

神　

社

�

（
甲
府
市
）

　
お
よ
そ
二
千
年
前
、
医
薬
・
禁
厭
の

守
護
神
「
少
彦
名
命
」
が
祀
ら
れ
た

の
が
起
源
と
い
わ
れ
る
。各
地
に
疾
病

が
蔓
延
し
悲
惨
を
極
め
た
折
、
鎮
祭
さ

れ
た
と
い
う
。以
来
、
各
地
の
領
主
や

武
田
家
の
信
仰
も
厚
く
、
国
司
の
祈
願

所
と
さ
れ
て
い
た
。

　
神
宝
は
こ
の
地
で
発
掘
さ
れ
磨
き

出
さ
れ
た
水
晶
「
火
の
玉
、
水
の
玉
」。

境
内
に
あ
る
金
運
の
御
神
木
「
金
櫻
」

は
黄
金
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
有

名
で
あ
る
。金
運
、
厄
除
け
を
祈
願
す

る
参
拝
客
も
多
く
、
広
範
な
社
有
林
と

景
勝
・
昇
仙
峡
の
清
流
に
囲
ま
れ
た

神
域
は
、
全
国
か
ら
崇
敬
者
が
集
ま
る

山
岳
信
仰
の
地
と
な
っ
て
い
る
。

  

住　

吉　

神　

社

住　

吉　

神　

社

�

（
甲
府
市
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ご
祭
神
は
表う

わ
づ
つ
の

筒
之
男お

の
み
こ
と
命
ほ
か
四
柱

を
祀
り
、
武
田
の
信
奉
篤
く
舞
鶴
城
に

鎮
座
さ
れ
て
い
た
が
、
徳
川
築
城
の

折
、
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
た
。表う

わ
づ
つ筒
・

中
筒
・
底
筒
の
三
祭
神
は
祓
（
は
ら
い

企画制作・山梨新報社　情報提供・県内外の寺院、神社順不同

に
よ
り
身
心
を
清
め
健
康
・
諸
願
叶

う
）
の
神
で
あ
る
と
共
に
、
航
行
（
交

通
）、
学
問（
受
験
）、
縁
結（
謡
曲
・
高

砂
）の
神
と
し
て
御
神
徳
が
高
い
。

  

稲　

積　

神　

社

稲　

積　

神　

社

�

（
甲
府
市
）

　
甲
府
市
の
中
心
で
あ
る
太
田
町
に
鎮

座
し
、
五
月
の
正
ノ
木
ま
つ
り
は
植
木

市
で
も
有
名
。特
に
商
売
繁
昌
・
家
運

隆
昌
・
開
運
の
ご
利
益
が
あ
る
。境
内

社
の
天
満
天
神
社
は
学
問
の
神
様
、
菅

原
道
真
公
を
お
ま
つ
り
し
、
合
格
・
学

業
成
就
の
ご
利
益
が
あ
る
。受
験
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
天
神
様
を
稲
積
神
社
に
お

迎
え
し
、各
祈
願
を
執
り
行
っ
て
い
る
。

  

柏柏  

尾尾  

山山    

大大  

善善  

寺寺（
甲
州
市
）

　
養
老
二（
七
一
八
）年
、
行
基
の
開
創

と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
寺
は
、
聖
武
天
皇

の
勅
に
よ
り
、
柏
尾
山
鎮
護
国
家
大
善

寺
の
寺
号
と
勅
額
を
賜
わ
っ
て
か
ら
、

代
々
の
皇
室
、
歴
代
の
幕
府
の
祈
願
所

と
し
て
大
い
に
栄
え
た
。

　
厨
子
の
中
に
は
、
本
尊
の
薬
師
如
来

像
と
、
日
光
菩
薩
・
月
光
菩
薩
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
サ
ク
ラ
材
に

よ
る
一
木
造
り
の
漆
箔
像
の
弘
仁
仏

で
重
要
文
化
財
で
あ
る
。左
右
に
は
国

重
文
・
日
光
・
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将

像
が
並
び
、
堂
内
を
荘
厳
に
し
て
い

る
。

  

高高  

橋橋  

山山    

放放  

光光  

寺寺

�

（
甲
州
市
）

　
甲
斐
源
氏
新
羅
三
郎
義
光
の
孫
安

田
義
定
が
平
安
末
期
、
賀
賢
上
人
を
開

山
と
し
て
今
の
地
に
創
建
。大
日
如

来
、
木
造
不
動
明
王
立
像
、
木
造
愛
染

明
王
座
像
な
ど
が
重
要
文
化
財
。

　
三
が
日
に
は
、
お
参
り
し
た
人
に
新

春
の
お
は
ら
い
を
す
る
。

  

七七  

福福  

神神  

めめ  

ぐぐ  

りり

�

（
甲
州
市
・
山
梨
市
）

　
大
善
寺
（
弁
財
天
）、
福
蔵
院
（
布
袋

尊
）、
神
宮
寺（
寿
老
人
）、
龍
光
寺（
福

禄
寿
）、
放
光
寺
（
大
黒
天
）、
圓
照
寺

（
恵
比
寿
）、
吉
祥
寺（
毘
沙
門
天
）に
祀

ら
れ
て
い
る
七
福
神
を
、
初
詣
を
か
ね

て
巡
拝
す
る
。例
年
、
甘
酒
を
振
る
舞

う
な
ど
各
寺
院
で
趣
向
を
凝
ら
し
た

接
待
を
し
て
い
る
。

  

大
嶽
山
那
賀
都
神
社

大
嶽
山
那
賀
都
神
社

�

（
山
梨
市
）

　
養
老
元
（
七
一
七
）
年
に
国
師
ヶ
岳

天
狗
尾
根
（
奥
宮
）
か
ら
勧
請
さ
れ
た

大
嶽
山
那
賀
都
神
社
は
山
梨
市
三
富

地
区
笛
吹
川
上
流
、
赤
の
浦
か
ら
山

参
道
を
渓
流
沿
い
に
徒
歩
二
十
分
の

幽
谷
の
地
に
あ
り
、
大お

お
や
ま
つ
み
の
か
み

山
祇
神
・
大お

お

雷い
か
づ
ち
の
か
み
神
・
髙

た
か
お
か
み
の
か
み

靇
神
の
三
神
を
祀
る
山

岳
信
仰
に
は
じ
ま
る
神
社
で
あ
る
。現

在
は
参
拝
者
の
た
め
に
参
道
も
広
く

整
備
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
て
県
内
外
か

ら
の
参
拝
者
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い

が
、
近
年
は
子
宝
祈
願
の
参
拝
者
が
特

に
増
え
て
い
る
。社
殿
を
包
む
杉
林
は

霊
山
の
趣
を
呈
し
、
山
野
草
や
野
鳥
の

宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。

  

身　

曾　

岐　

神　

社

身　

曾　

岐　

神　

社

  

甲
斐
国
一
宮
浅
間
神
社

甲
斐
国
一
宮
浅
間
神
社

�
（
笛
吹
市
）

　
第
十
一
代
垂
仁
天
皇
八
年
正
月
に

初
め
て
神
山
の
麓
に
祀
っ
た
。今
こ

こ
を
山
宮
神
社
と
称
し
、
摂
社
で
あ

る
。第
五
十
六
代
清
和
天
皇
の
貞
観
七

（
八
六
五
）年
十
二
月
九
日
、
現
在
地
に

遷
し
祀
っ
た
。甲
斐
国
の
一
宮
で
延
喜

式
に
載
る
古
社
で
あ
る
。明
治
四
年
五

月
十
四
日
、
国
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ

た
。本
殿
は
流
造
銅
板
葺
、
拝
殿
は
入

母
屋
破
風
造
銅
板
葺
で
あ
る
。境
内
は

三
、三
九
五
坪（
一
㌶
余
）。

  

甲
斐
国
二
宮
美
和
神
社

甲
斐
国
二
宮
美
和
神
社

（
笛
吹
市
）

　
景
行
天
皇
の
時
日
本
武
尊
に
よ
り

甲
斐
国
造
塩
海
足
尼
が
大
和
の
大
神

神
社
か
ら
勧
請
し
た
古
社
で
あ
る
。一

条
天
皇
の
時
甲
斐
国
第
二
宮
の
号
を

賜
り
、
年
々
一
宮
浅
間
神
社
・
三
宮
玉

諸
神
社
と
共
に
甲
斐
国
の
水
防
の
祭

儀
を
斎
行
、
そ
の
御
幸
は
甲
斐
国
内
あ

げ
て
の
大
祭
で
あ
っ
た
。

　
毎
年
二
月
八
日
に
特
殊
神
事
湯
立

祭
が
行
わ
れ
、
境
内
に
お
い
て
四
方
を

天
狗
の
舞
で
祓
い
清
め
た
後
、
釜
で
沸

か
し
た
湯
を
笹
で
参
列
者
に
振
り
ま

き
無
病
息
災
を
祈
る
。

　
春
の
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
太
々

神
楽
は
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～

一
七
〇
四
）
に
始
め
ら
れ
た
。春
は
桜
、

秋
に
は
彼
岸
花
が
境
内
に
彩
り
を
そ

え
て
い
る
。

  

甲
斐
国
三
宮
玉
諸
神
社

甲
斐
国
三
宮
玉
諸
神
社

（
甲
府
市
）

　
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が
東
征
の
帰
路
に
お
い

↖

�

　（
北
杜
市
）

　
八
ヶ
岳
南
麓
の
大
自
然
の
中
に
鎮

座
す
る
古
神
道
本
宮
身
曾
岐
神
社
。広

大
な
赤
松
林
を
背
景
に
本
殿
や
火
祥

殿
、
水
祥
殿
、
瑞
松
宮
そ
し
て
池
に
浮

か
ぶ
日
本
屈
指
の
能
楽
殿
が
甍
を
並

べ
、
ま
さ
に
「
古
事
記
」
の
世
界
を
現

出
し
て
い
る
。

　
火
祥
殿
で
は
ご
神
火
の
霊
力
に
よ

っ
て
神
道
の
護
摩
が
焚
か
れ
、「
開
運

来
福
」「
家
内
安
全
」「
商
売
繁
昌
」

「
無
病
息
災
」「
災
厄
消
除
」「
み
そ
ぎ

祓
」
な
ど
の
ご
祈
願
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。毎
月
「
二
」
の
付
く
日
に
執
り

行
わ
れ
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
火
祥
神

事
は
、
明
け
の
太
鼓
を
合
図
に
元
日
午

前
零
時
か
ら
。正
月
三
が
日
は
毎
日
七

回
奉
修
さ
れ
、
午
前
と
午
後
合
わ
せ
て

三
回
、
能
楽
殿
で
巫
女
舞
の
奉
納
が
あ

る
。

  

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

�

（
富
士
吉
田
市
）

　
日
本
武
尊
が
酒
折
宮
へ
向
か
う
途

中
に
立
ち
寄
ら
れ
た
大
塚
丘
を
起
源

と
す
る
。吉
田
口
登
山
道
の
起
点
に
あ

り
、
江
戸
時
代
に
は
富
士
信
仰
の
中
枢

と
し
て
栄
え
た
。

　
主
祭
神
の
木
花
開
耶
姫
命
は
大
変

美
し
い
富
士
山
の
女
神
で
、
安
産
・
火

防
は
も
と
よ
り
、
縁
結
び
・
子
授
夫
婦

家
族
円
満
の
神
と
し
て
も
信
仰
を
集

め
て
い
る
。

　
本
殿
・
西
宮
本
殿
・
東
宮
本
殿
は

国
重
要
文
化
財
、
境
内
地
は
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

  

新
倉
富
士
浅
間
神
社

新
倉
富
士
浅
間
神
社

（
富
士
吉
田
市
）

　
甲
斐
国
八
代
郡
荒
倉
郷
（
現
新
倉
地

区
）
の
氏
神
と
し
て
慶
雲
三
（
七
〇
五
）

年
に
創
建
さ
れ
た
。大
同
二
（
八
〇
七
）

年
の
富
士
山
大
噴
火
の
際
に
、
朝
廷
か

ら
の
勅
使
に
よ
る
国
土
安
泰
を
祈
願

す
る
富
士
山
鎮
火
祭
が
執
行
さ
れ
、
時

の
天
皇
で
あ
る
平
城
天
皇
よ
り
三
国

第
一
山
の
称
号
、
並
び
に
天
皇
の
御
親

筆
で
あ
り
現
在
大
鳥
居
に
あ
る
勅
額

な
ど
が
奉
納
さ
れ
た
。六
十
年
に
一
度

斎
行
さ
れ
る
式
年
大
祭
「
御
更
衣
祭
」

は
神
社
で
一
週
間
潔
斎
し
な
が
ら
神

様
の
御
召
に
な
る
衣
を
織
り
御
更
衣

す
る
特
殊
な
神
事
で
あ
る
。

　
神
域
は
新
倉
山
浅
間
公
園
と
し
て

内
外
よ
り
親
し
ま
れ
て
お
り
、
赤
い
大

鳥
居
と
戦
没
者
慰
霊
の
五
重
塔
「
忠

霊
塔
」
は
当
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

眺
望
は
随
一
で
あ
る
。

  

身身  

延延  

山山    

久久  

遠遠  

寺寺

�

（
身
延
町
）

　
文
永
十
一（
一
二
七
四
）年
、
当
時
身

延
の
地
の
地
頭
を
勤
め
て
い
た
南
部

実
長
公
（
波
木
井
実
長
公
・
後
に
出
家

し
日
円
聖
人
）
が
佐
渡
の
地
で
の
流
刑

を
終
え
た
日
蓮
聖
人
を
招
き
、
西
谷
に

御
草
庵
を
構
え
、
法
華
経
の
流
布
と

弟
子
信
徒
の
育
成
を
行
っ
た
。弘
安
四

（
一
二
八
一
）
年
に
日
蓮
聖
人
に
よ
り

「
身
延
山
久
遠
寺
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

　
日
蓮
聖
人
の
ご
入
滅
以
来
実
に

七
百
有
余
年
、
法
灯
は
綿
々
と
絶
え
る

こ
と
な
く
、
廟
墓
は
歴
代
住
職
に
よ
っ

て
守
護
さ
れ
、
今
日
に
お
よ
ぶ
。総
本

山
と
し
て
門
下
の
厚
い
信
仰
を
集
め
、

広
く
日
蓮
聖
人
を
仰
ぐ
人
々
の
心
の

聖
地
と
し
て
、
日
々
参
詣
が
絶
え
る
こ

と
が
な
い
。

��

奥奥  

之之  

院院  

思思  

親親  

閣閣

�

（
身
延
町
）

　
身
延
山
山
頂
（
一
一
五
三
㍍
）
に
鎮

座
す
る
奥
之
院
思
親
閣
は
、
山
麓
の
久

遠
寺
か
ら
結
ば
れ
た
身
延
山
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
を
使
い
参
拝
す
る
こ
と
が
出

来
る
。こ
の
地
は
日
蓮
聖
人
が
両
親
を

思
い
出
し
て
は
遠
く
千
葉
小
湊
の
方

角
を
拝
み
追
慕
し
た
霊
地
で
あ
る
。ま

た
山
頂
付
近
に
は
日
蓮
聖
人
が
植
え

た
杉
の
大
木
が
現
存
し
霊
樹
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
る
。元
日
に
は
富
士

山
・
南
ア
ル
プ
ス
・
八
ヶ
岳
な
ど
を

望
む
絶
景
と
初
日
の
出
を
見
物
し
よ

う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。一
月
一
日

か
ら
九
日
ま
で
新
春
特
別
加
持
祈
祷

が
行
わ
れ
る
。

  

塔塔  

福福  

山　

大

山　

大  

城城  

寺寺

（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　
大
城
寺
は
天
平
勝
宝
八
（
七
五
六
）

年
に
創
設
さ
れ
た
勅
願
寺
院
。現
在
で

は
禅
宗
・
曹
洞
宗
の
寺
院
と
し
て
、
ダ

ル
マ
さ
ん
に
関
係
の
深
い
寺
で
あ
る
。

　
山
梨
県
下
で
多
く
の
人
と
御
縁
を

結
ぶ
た
め
に
毎
年
十
二
月
三
十
一
日

大
晦
日
に
「
除
夜
の
鐘
」
行
事
を
行

っ
て
お
り
、
宗
教
、
宗
派
、
人
種
、
喪
中

に
関
係
な
く
来
訪
を
受
け
付
け
る
と

い
う
。毎
年
、
記
念
品
と
し
て
用
意
し

て
い
る
干
支
の
切
絵
は
同
寺
院
の
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。自
分
の
干
支
を
迎

え
る
方
に
は
是
非
参
拝
を
と
呼
び
か

け
て
い
る
。

  

三　

嶋　

大　

社

三　

嶋　

大　

社
（
静
岡
県
三
島
市
）

　
創
建
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
古
く
よ

り
三
島
の
地
に
鎮
座
し
、
奈
良
・
平
安

時
代
の
古
書
に
も
記
録
が
残
る
。社

名
・
神
名
の
「
三
嶋
」
は
、
地
名
と
も

な
っ
た
。

　
中
世
以
降
武
士
の
崇
敬
を
受
け
、
源

頼
朝
が
源
氏
再
興
祈
願
を
し
、
旗
揚
げ

成
功
以
来
、
さ
ら
に
武
門
武
将
の
崇
敬

篤
く
、
ま
た
東
海
道
に
面
し
、
伊
豆
地

方
の
玄
関
口
と
し
て
下
田
街
道
の
起

点
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
も
三
嶋
大

明
神
の
称
は
広
ま
っ
た
。平
成
十
二
年

に
は
、
本
殿
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。

  

久久  

能能  

山山  

東東  

照照  

宮宮

（
静
岡
県
静
岡
市
）

　
駿
河
国
（
現
在
の
静
岡
県
）
駿
府
城

で
晩
年
を
過
ご
し
た
家
康
公
は
遺
命

と
し
て
久
能
山
に
眠
る
こ
と
を
家
臣

に
託
し
た
。家
康
公
の
没
後
、
元
和
二

（
一
六
一
六
）年
五
月
に
着
工
、
一
年
七

ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で
建
て
ら
れ
た
。

徳
川
家
康
公
を
祀
っ
た
最
初
の
神
社

が
久
能
山
東
照
宮
で
あ
る
。

　
当
時
の
最
高
技
術
と
芸
術
を
も
っ

て
造
営
さ
れ
た
社
殿
は
、
平
成
二
十
二

年
十
二
月
に
国
宝
指
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
日
本
観
光
地
百
選
で
一
位
に

選
ば
れ
た
こ
と
の
あ
る
名
勝
「
日
本

平
」
の
山
頂
と
結
ん
で
い
る
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
が
利
用
で
き
る
。

疫
病
退
散

疫
病
退
散  

家
内
安
全

家
内
安
全  

交
通
安
全

交
通
安
全

中
部
横
断

自
動
車
道

JR小海線

長坂I.C.

須玉I.C.

勝沼I.C.
一宮御坂I.C.

Ｊ
Ｒ
身
延
線

Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線

身延町

白根I.C.

南アルプスI.C.

増穂I.C.

六郷I.C.

中富I.C.

富沢I.C.

南部I.C.

下部温泉
早川I.C.

身延山I.C.

JR中央線

大月I.C.

お
お
つ
き

ふじさん

かわぐちこ

こうふ えんざん

こぶちさわ

上野原市

山中湖I.C.

須走I.C.

河口湖I.C.

富士吉田I.C.

北杜市

早
川
町

南アルプス市

韮崎市

富士川町

甲
州
市

山
梨
市

笛
吹
市

140141
20

20

358

140

139

139

300

138

138

413

139

137

52

52

52

上野原I.C.

小淵沢I.C.

富士山

駿河湾

中央自動車道

卍

卍

卍

卍

卍

卍

七

七

七
七

七

七
卍

南
部
町

新東名

高
速

道
路

1
1

469

246

沼津I.C.

富士I.C.

新富士I.C.

新
清
水
I.C.

新静岡I.C.

新清水Jct

長泉沼津I.C.

新御殿場I.C.

136

東海道本線

東名高速道路

東海道新幹線

み
し
ま

清水I.C.

150

七

裾
野
I.C.

御
殿
場
I.C.

御殿場Jct

富士急行線

都
留

 I.C.

静岡県

甲州東郡七福神七

三嶋大社

稲積神社

身延山ロープウェイ

住吉神社

大城寺

甲
府
成
田
山

武
田
神
社

金
櫻
神
社

護
國
神
社

美
和
神
社

玉
諸
神
社

久遠寺

思親閣

大善寺

放光寺

善
光
寺

北口本宮冨士浅間神社

一宮浅間神社

大嶽山那賀都神社

身曾岐神社

新
倉
富
士
浅
間
神
社

久能山東照宮

神
奈
川
県

東
京
都
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